
第 21 回 

地理情報システム学会 

学術研究発表大会 
 

期 日 ： 2012 年 10 月 13 日（土） 

2012 年 10 月 14 日（日） 

場 所 ： 広島修道大学 

 

＊ 大会プログラム（口頭発表/ポスターセッション発表） 

＊ 特別セッション（無料）のご案内 

＊ ハンズオン・セッション（無料）のご案内 

＊ 機器展示案内 

＊ 会場図 

 

 

 

懇親会 ： 10 月 13 日 18：30～21：00 

場 所 ： ひろしま国際ホテル 

会場へのバスは 6号館 1階玄関前、17:40 頃から順次出発 

当日の参加のお申込みは、正午過ぎから受付、 

または 18：30 頃から直接会場で承ります。（先着 35 名） 



大会プログラム概要

10月13日（土）
会場A 会場B 会場C 会場D 会場E 会場F ポスター会場 会場G

9:00-10:40

特別セッション
（1）：地方自治体
における地理空間
情報の新たな活
用方法について

へ

土地利用
防災（情報

整備）
データ作成

1
データ精度 歴史・考古1

10:50-
12:30

特別セッション
（2）：マイクロジオ
データの普及と都
市・地域分析での

利活用

特別セッション
（3）：FOSS4G日本
語ローカライズの

現状と課題

防災（分析）
データ作成

2
理論 歴史・考古2

14:00-
15:40

特別セッション
（4）：社会経済

データの研究にお
ける利活用1

国際シンポジウム
1

防災（リスク
評価）

データ取得
1

システム開
発1

移動データ
1

ハンズオン・
セッション

（１）

15:50-
17:30

特別セッション
（5）：社会経済

データの研究にお
ける利活用2

国際シンポジウム
2

防災（防災
計画）

データ取得
2

システム開
発2

移動データ
2

18:30-
21:00

懇親会（会長挨
拶，表彰式等）

10月14日（日）
会場A 会場B 会場C 会場D 会場E 会場F ポスター会場 会場G

【特記以
外】

9:30-11:30

特別セッション
（6）：持続安定的
な地域の情報基
盤確保に向けて
～アカデミック地
域情報サポーター

ズクラブ

教育
【9:50-11:30】

防災（被害
予測）
【10:10-
11:30】

地域分析1
【9:50-
11:30】

自然・環境
【9:50-
11:30】

居住
ハンズオン・
セッション

（2）

12:30-
14:10

特別セッション
（7）：日本学術会
議の地理基礎・歴
史基礎必修化の
提言と学校におけ
るGIS教育

特別セッション
（8）：人の流れに
関するデータ計
測、整備、利用を
横断的に考える

データベー
ス構築1

地域分析2 施設配置1
移動行動分

析1

ハンズオン・
セッション

（3）

14:20-
16:00

特別セッション
（9）：震災時の経
験を基にしたGIS
を用いた行政支援

の可能性

自治体
データベー
ス構築2

可視化 施設配置2
移動行動分

析2

16:20-
16:40

閉会式（優秀発表
賞の表彰を含む）

ポスター展示

ポスター展示

2
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特別セッション 
 
■特別セッション（1）：地方自治体における地理空間情報の新たな活用方法について 

オーガナイザー：青木 和人 
自治体 GIS を取り巻く環境は、庁内システムやウェブシステムなどの独自構築という枠

を超えて Google Map などインターネットに依存する GIS を活用したものへと変化して

いる。今後自治体 GIS に求められるものは、重厚長大な施設管理システムの維持だけでは

なく、誰もが容易に空間情報を操作し、加工し、構築できるシステム環境と、それを実現

する人材育成である。さらに構築された優良な行政情報をいかにして地域づくりに生かせ

るかということである。 
本セッションは、自治体 GIS をリードする者と、これから GIS を活用しようとする者

とが、「基盤地図」、「空間情報」、「システム」そして「人材」について、自治体 GIS に内

在する課題を洗い出し、提起するためのパネルトークを展開する。 
 
 
■特別セッション（2）：マイクロジオデータの普及と都市・地域分析での利活用 

オーガナイザー：秋山 祐樹 
昨年「マイクロジオデータ研究会」と呼ばれる研究会が発足し、マイクロジオデータの

普及と利活用について産官学が共同で議論する場が生まれました。マイクロジオデータと

は近年利用可能になりつつある、デジタル住宅地図や電話帳のような空間的精度と網羅性

が非常に高いデータや、モバイル統計、GPS ログ情報、パーソントリップデータ、Web
から収集出来る情報など加工余地が高いミクロスケールの非集計データのことを言います。

既存の各種統計データでは実現し得なかった時空間的にきめ細やかな計画・解析等への利

活用が期待されています。 
本セッションでは昨年に引き続き本研究会の紹介を行うとともに、マイクロジオデータ

を用いた研究を行っている研究者による研究紹介や、今後マイクロジオデータの利活用が

期待される官民の領域の実務者などによる講演が行われる予定です。今年は特にまちづく

り・中心市街地活性化・高齢化といった都市・地域研究に関連した研究者や実務者にお集

まり頂きます。マイクロジオデータ開発と利活用の最先端を知っていただくとともに、研

究者同士が持つマイクロジオデータのシーズとニーズを結びつけて活発な議論が交わされ

ることを期待しています。 
講演予定（講演タイトルは何れも仮題です） 

・「マイクロジオデータ研究会の紹介」 
東京大学地球観測データ統融合連携研究機構 秋山祐樹 

・「マイクロジオデータの紹介とマイクロジオデータ研究の最前線」 
東京大学地球観測データ統融合連携研究機構 秋山祐樹 

・「大規模モバイルデータを用いた国土スケールの人流の可視化」 
東京大学地球観測データ統融合連携研究機構 上山智士 

・「タウンページデータベースを用いた広島市の商業分析」 
 広島修道大学商学部商学科 川瀬正樹  

・「広島市佐伯区における地域起こし活動について」 
 広島市佐伯区地域起こし推進課 高橋正弥  

公開ディスカッション 
コーディネーター：東京大学空間情報科学研究センター 柴崎亮介 

本セッション紹介ホームページ http://geodata.csis.u-tokyo.ac.jp/wp/?p=490 
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特別セッション 
 
■特別セッション（1）：地方自治体における地理空間情報の新たな活用方法について 

オーガナイザー：青木 和人 
自治体 GIS を取り巻く環境は、庁内システムやウェブシステムなどの独自構築という枠

を超えて Google Map などインターネットに依存する GIS を活用したものへと変化して

いる。今後自治体 GIS に求められるものは、重厚長大な施設管理システムの維持だけでは

なく、誰もが容易に空間情報を操作し、加工し、構築できるシステム環境と、それを実現

する人材育成である。さらに構築された優良な行政情報をいかにして地域づくりに生かせ
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■特別セッション（2）：マイクロジオデータの普及と都市・地域分析での利活用 

オーガナイザー：秋山 祐樹 
昨年「マイクロジオデータ研究会」と呼ばれる研究会が発足し、マイクロジオデータの
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が非常に高いデータや、モバイル統計、GPS ログ情報、パーソントリップデータ、Web
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・「マイクロジオデータの紹介とマイクロジオデータ研究の最前線」 
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公開ディスカッション 
コーディネーター：東京大学空間情報科学研究センター 柴崎亮介 

本セッション紹介ホームページ http://geodata.csis.u-tokyo.ac.jp/wp/?p=490 
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■特別セッション（7）：日本学術会議の地理基礎・歴史基礎必修化の提言と学校における

GIS 教育 
オーガナイザー：碓井 照子 

GIS の人材育成において重要なことは、児童・生徒の発達段階に応じた学校における

GIS 教育の推進である。地理空間情報を日常的に利活用できる日本国民が育成され、大学

において先進的で革新的な GIS 技術に取り組む多数の研究者層が形成される。 
そのためには、学校教育の教育課程において必修科目の学習内容に GIS が系統的に取り

入れられることが重要である。2007,2008 年に改訂された新学習指導要領では、地図/GIS
に関する教育内容が大幅に増加した。しかし、高校地理歴史科教育では、世界史が必修で

あり、2006 年秋、高校世界史未履修問題が発生した。これは、教育課程の矛盾を露呈した

ものであり、日本学術会議では、5 年間にわたり、高校地理歴史科教育のあり方を検討し、

2011 年 8 月に「新しい高校地理・歴史教育の創造－グローバル化に対応した時空間認識の

育成－提言」を社会に公表した。その中で、地理基礎・歴史基礎の必修化を提言し、「地理

基礎」では、地図/GIS の利活用をベースにした地理教育の方向性が示されたのである。こ

のセッションでは、日本学術会議の提言をはじめ、eDesign による現場教師への GIS 支援

活動、教育 GIS フォーラムの授業用 GIS データリンクの活動を紹介する。 
 
 

■特別セッション（8）：人の流れに関するデータ計測、整備、利用を横断的に考える 
オーガナイザー：関本 義秀 

近年，交通・防災・観光・マーケティングの分野などでは，都市空間でダイナミックに

変化する人々の流れを俯瞰したいというニーズが官民問わず見られるようになってきてい

る。さらに携帯電話等の普及等でさらにリアルタイムでこうした流動を知ることも可能に

なってきており，世界的な大きなトレンドが出てきている。しかし，こうしたデータを大

規模に得ようとすると，一般的には高価で，簡単に入手することは難しい。そこで本ワー

クショップでは，ＣＳＩＳの共同研究で提供してきた「人の流れデータセット」を通じて，

出てきた様々な研究アイデアに関する紹介や，今後のグローバルトレンドの中で，どのよ

うに先進性を確保していくかについて議論を行う。 
 
 

■特別セッション（9）：震災時の経験を基にした GIS を用いた行政支援の可能性 
オーガナイザー：畑山 満則 

行政の行う災害対応業務には，GIS を利用することで業務効率化を可能にできるものが

多く存在することが指摘されている．しかしながら，被災の度合いが激しく多様な災害対

応業務に十分な職員が確保できない場合や平常時から積極的に GIS の導入を行っていな

い自治体が災害に直面した場合では，外部からの支援が必要となる場合もある．本セッシ

ョンでは，阪神・淡路大震災，中越地震，中越沖地震，東日本大震災において災害対応の

外部支援を行った経験をもとに災害時の行政支援の在り方について議論する． 
 

■特別セッション（3）：FOSS4G 日本語ローカライズの現状と課題 
オーガナイザー：嘉山 陽一 

近年インターネットの世界が拡大することによってオープンソースソフトウェアの開発

と普及が加速しています。地理空間情報に関するオープンソースソフトウェア（FOSS4G）

に関しても種類の増大や機能の向上が顕著です。これらの FOSS4G は政府や企業での利

用から研究機関や個人での利用まで様々なスケールと目的で使われています。開発や利用

促進については国際的なコミュニティによって進められていることが多いです。ただし、

これらコミュニティに日本からの参加者は少なく国内での GIS 利用と FOSS4G の発展の

間には少しギャップがあるようです。 
 QuantumGIS については近年プログラムやドキュメントの日本語が行われたせいか国

内での利用例も急激に増加しています。ユーザが増加すればそのソフトウエアの利用方法

や問題点の共有も進み、結果としてツールが利用しやすくなるといえます。 
 本セッションではいくつかの FOSS4G ツールや関連する環境のローカライズ状況の事

例、方法、課題の発表を行い、それらツールの利用環境を向上させていくための情報交流

をパネルディスカッションで行いたい。 
 
 
■特別セッション（4, 5）：社会経済データの研究における利活用 

オーガナイザー：貞広 幸雄・貞広 斎子 
近年，収入・支出推計やジオデモグラフィクスデータなど，社会経済データの普及が急

速に進みつつある．こうしたデータは，マーケティングでの利用を想定したものが多いが，

研究上も有用であるものが少なくない．そこで本セッションでは，様々な利活用例を通じ

て，社会経済データの研究面での有用性を評価する． 
講演予定 
1. 社会経済データに基づく地域分類の比較検証 貞広 幸雄 
2. 東京都区部における外国人居住のジオデモグラフィクス 矢野 桂司・桐村 喬 
3. 保健医療支出からみた地区類型に関する一考察 山田 育穂 
4. 居住者属性分類を用いた広域的土地利用把握の試み 相 尚寿・貞広 幸雄 
5. 検索エンジンを用いた都道府県のマッピング 星田 侑久 
6. 東京都内の世帯の居住関連消費支出の傾向に関する基礎分析 

 伊藤 史子・岡野 麻奈・市川 拓弥・貞広 幸雄 
7. 学校外補習学習費の支出傾向と地域特性 貞広 斎子 
8. 経済学関連分野における GIS 活用の現状と課題 河端 瑞貴 
9. 時系列売上推定データを用いた食料品店の閉店確率予測モデル 関口 達也・貞広 幸雄 
 
 
■特別セッション（6）：持続安定的な地域の情報基盤確保に向けて 

～アカデミック地域情報サポーターズクラブ 
オーガナイザー：畑山 満則 

近年の人口減少や予算縮減などの近年の課題を解決しつつ、地域の活力を保持するため

には、各地域の情報基盤の存在は欠かすことができず、その維持・活性化のためには、大

学関係者に期待される要素は大きい。一方で、助言するためには、政策動向、技術動向、

社会ニーズ等についても、普段からの大学関係者の横の連携で、一定の共通認識をはかる

ことも重要に思われる。そこで、本ワークショップでは、１年強実施してきた「アカデミ

ック地域情報サポーターズクラブ」その他の活動の取組紹介や、外部の立場から大学関係

者に期待したいこと、あるべき方向性などをディスカッションする。 
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機器展示案内 （受付順） 
 
【 株式会社古今書院 】 
展示：『GIS と地理空間情報 増補版』『図解 ArcGIS 10 Part1』ほか GIS 関連書籍 

GIS 書籍の発行点数ナンバー１の出版社です。本学会の学術誌『GIS－理論と応用』の

発売元にもなっています。今年も ArcGIS ver.10 に対応してリニューアルした『図解

ArcGIS 10 Part1』（佐土原聡編）など新刊が続々登場。GIS ビギナーからミドルユーザ

まで，利用目的に応じた数々の書籍を展示し，すべて 15％引で販売します。出版企画のご

相談も大歓迎。ベテラン編集者が対応します。 
 
【 株式会社数理システム 】 
展示：NUOPT （ニューオプト） 

最適化ソフト NUOPT（ニューオプト）のご紹介を致します。GIS と関連する分野と

しましては施設配置問題・配送計画問題等、答えを出すのに困難な問題に対して協力にサ

ポート致します。その他統計解析ツール S-PLUS やデータマイニングソフト Visual 
Mining Studio 、テキストマイニングソフト Text Mining Studio も合わせてご紹介いた

します。 
 
【 株式会社インフォマティクス 】 
展示：空間情報システム SIS 7.1/空間情報クラウドコンピューティング GEO CLOUD 

株式会社インフォマティクスの汎用 GIS ソフト「空間情報システム SIS 7.1」と「空間

情報クラウドコンピューティング GEO CLOUD」サービスおよびモバイル端末を展示し

ます。 
 
【 オートデスク株式会社 】 
展示：Autodesk Infrastructure Design Suite 

GIS と CAD と３次元を融合することで都市計画から設計、施工、維持管理までをサポ

ート、国土交通省の CIM（Construction Information Modeling）を支援するトータルソ

リューションを展示いたします。 
 
【 FOSS4G 分科会 】 
展示：OSGeoLive/ QuantumGIS GRASS 
 多数のジオ系オープンソースソフトウェアが格納されている OSGeoLive,文部科学省委

託研究『FOSS4G を活用した衛星データ利用のためのオープン・リソースの構築』の最終

成果展示、配布を中心に地理空間情報に関するオープンソースソフトウェアの実演を行い

ます。 
 
【 ESRI ジャパン株式会社 】 
展示：ArcGIS 10.1/ ArcGIS データコレクション 2012 

最新バージョン ArcGIS 10.1 がリリースされ、さらに使い易くなりました。ArcGIS 10.1
では、デスクトップ、サーバ、モバイル、Web アプリケーション、クラウドなど、あらゆ

る環境で GIS コンテンツやサービスを利用できます。また、ArcGIS Online では、GIS
データの共有、編集、検索が可能です。これらを ArcGIS データコレクション 2012 とと

もにデモンストレーションを交えてご紹介致します。 

ハンズオンセッション（１）～（３） 

※会場の都合上、いずれも事前申し込みが必要です 

 

■ ハンズオンセッション（1）：Rで GIS ■ 

R 言語は，オープンソースでフリーソフトウェアの統計解析向けプログラミング言語，及びそ

の開発実行環境です．統計処理や視覚化を得意としていますが，空間データの扱いにも長けて

おり，地図作成も可能です．本セッションでは Rを用いて，どんな空間分析ができるかを紹介

し，一部の分析を実際に各自の PC上で操作していただきます． 

講 師： 星田 侑久 

申込先： followingmemento@hotmail.com 

対象者：プロプライエタリ，オープンソースを問わず，GISソフトウェアの利用経験の 

ある研究者，実務者 

参加費：無料（但し各自，PCを持参のこと） 

 

 

■ ハンズオンセッション（2）：マイクロジオデータ講習会 ■ 

マイクロジオデータ研究会は昨年の発足後，これまでマイクロジオデータに関わる先端的な研

究や事例を共有して参りました．このたびマイクロジオデータのより一層の社会における普及

と利活用を促進すべく，演習形式の講習会を開催いたします． 

講習会ではマイクロジオデータを活用した詳細な空間解析の演習を行います．第 1回目となる

本講習会ではデジタル住宅地図と電話帳を活用した詳細な立地評価を行います． 

講 師： 秋山 祐樹 

申込先： http://goo.gl/AdFaz 

備 考： 講習会ではマイクロジオデータ研究会にてパソコンを用意いたします． 

ご持参いただく必要はございません。 

演習の際には QuantumGIS（http://www.qgis.org/）を用います。 

 講習会ホームページ： http://geodata.csis.u-tokyo.ac.jp/wp/?p=495 

 

 

■ ハンズオンセッション（3）：Rで空間統計 ■ 

時空間的なビッグデータが官民で利活用されるようになり，データ解析手法としての空間統計

学の有用性が改めて認識されつつあります．本セッションでは，フリーの統計言語 Rを用いて，

空間リスク分析と内挿補間の二つの手法に関する講義と演習を行い，理解を深めることを目的

とします．会場の都合上，受講には事前申込み（E-mail: maunz@sfc.keio.ac.jp）が必要です． 

講 師： 古谷 知之 

申込先： maunz@sfc.keio.ac.jp 

対象者：Rを使ったことはあるが Rでの空間統計解析に関心のある方， 

環境リスクや空間疫学などに関心のある方 

参加費：無料（但し各自，R及び予め指定された Rパッケージをインストール済みの PCを持参

のこと） 
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機器展示案内 （受付順） 
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ご持参いただく必要はございません。 
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広島修道大学

キャンパス バス停→

受付・機器展示（1F）→

G・ポスター会場 (4F)

←自販機

　（1F）

生協購買部・

自販機 (1F)　→

コピー機 (2F)

学食「フォレスト」(1F)

つけそば

「周一」

↓

　　　↑

焼肉「咲々亭」

←ジョリーパスタ

A～ F会場

※トイレは、上記の他に校舎の各階にあります。学内の ATMは土・日は利用できません。

　生協とコピー機は土曜日 10:00 ～ 13:30 のみで、コピーは専用コピーカード（1,000 円）が必要です。

←自販機

　（屋外）
←トイレ

　女子専用

←トイレ

会場周辺案内図

←生協書籍部

アストラムライン
広域公園前駅発　本通行き

時 土曜・休日

5 49

6 09　26　39　52 広島電鉄バス
7 05　16　25　35　44　52 広島修道大学キャンパス発

8 00　08　16　24　33　41　51 横川駅経由　広島バスセンター行き

9 01　11　21　31　41　51 時 土 日祝日

10 01　11　21　31　41　50 10 36 36

11 00　10　20　40 11 36 36

12 00　20　40 12 36 36

13 00　10　20　30　40　50 13 16　56 16　56

14 00　10　20　30　40　50 14 36 36

15 00　10　21　31　41　51 15 36 36

16 01　11　21　31　41　51 16 36 36

17 01　15　23　31　39　48　57 17 36 36

18 06　16　27　39　51 18 36 36

19 03　15　27　39　51 19 36 36

20 03　15　27　39　51 20 36

21 06　23　40　58 無印：広島修道大学キャンパス発

22 17　36　55 *印： 広域公園前駅（広島修道大学

23 14　34 入口）発

すべて本通行き

広域公園前－本通　470円　36分 広島修道大学－広島バスセンター　

広域公園前－県庁前　470円　35分 390円　最短26分

※紙屋町周辺へは本通か県庁前で下車 ※紙屋町周辺は広島バスセンターで下車

広域公園前－中筋　350円　22分

※広島空港行きバスは中筋で乗り換え 広島修道大学－横川駅

広域公園前－大町 350円　19分 　360円　最短16分
※広島駅へは大町でＪＲ可部線に乗り換え ※広島駅へは横川駅で山陽線に乗り換え
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